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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
２

年
後
に
迫
っ
た
が
、
本

当
に
開
催
す
る
の
？
開

会
式
予
定
日
の
今
年
の

気
温
は
35
℃
で
熊
谷
で

は
41
℃
と
記
録
更
新
さ
れ
、
全
国
で

は
熱
中
症
で
多
く
の
人
が
運
ば
れ
て

い
る
◆
ア
ス
リ
ー
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
が

謳
い
文
句
の
大
会
だ
が
、
地
球
温
暖

化
が
進
む
中
、
２
年
後
は
も
っ
と
厳

し
い
気
候
で
選
手
に
も
観
客
に
も
、

酷
暑
の
中
の
過
酷
な
大
会
に
な
る
◆

平
和
の
祭
典
が
「
死
の
大
会
」
に
な

る
の
は
ほ
ぼ
確
実
？
、
ま
だ
遅
く
は

な
い
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
大
会
の
辞
退
か
期
日

変
更
を
求
め
る
べ
き
だ
（
赤
子
）

　

現
地
は
、
広
島
の
坂
町
小
屋
浦
で

16
人
が
犠
牲
に
な
ら
れ
、
お
一
人
の

方
が
未
だ
不
明
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

小
屋
浦
小
学
校
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
付
場
所
で
、
10
日
は
金
曜
日
と
平

日
で
あ
り
全
体
で
１
２
０
人
ほ
ど
の

参
加
で
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
広
島
県
労
連
・

国
労
・
生
協
労
組
に
一
般
参
加
の
若

い
お
母
さ
ん
を
加
え
16
人
で
泥
だ
し

等
の
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

７
月
西
日
本
豪
雨
で
広
島
・
岡
山
・
愛
媛
で
大
き
な
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

　

福
岡
自
治
労
連
・
県
労
連
で
は
、
災
害
支
援
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え
北
九
市
職
労
と
し
て
、
災

害
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
８
月
10
日
11
日
と
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

豪
雨
被
害
は
、
想
像
を
絶
す
る
も

の
で
豪
雨
に
よ
る
川
の
氾
濫
は
、
巨

石
を
、
川
の
近
く
の
住
居
に
ま
き
ち

ら
し
、
坂
町
小
屋
浦
地
域
の
ほ
と
ん

ど
の
家
に
、
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

ま
し
た
。
住
民
の
方
は
、「
大
き
な

石
が
濁
流
に
流
さ
れ
、
ご
ろ
ご
ろ
と

雷
の
よ
う
な
音
で
生
き
た
心
地
が
し

な
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
、
わ
た
し
た

ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
「
本
当
に
助
か

る
」
と
温
か
い
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

一
般
参
加
の
若
い
お
母
さ
ん
は
、

「
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
行
か
な
く

ち
ゃ
と
思
い
、
子
ど
も
を
預
け
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
ま
し
た
。
夫
も
来

た
か
っ
た
け
ど
仕
事
で
行
け
な
い
」

と
の
事
で
し
た
。

被
災
者
の
笑
顔
に
ホ
ッ

二
面
に
つ
づ
く 床下に流れ込んだ土砂の搔き出し

土砂が流れ込んだ保育所

生
活
再
建
を
願
っ
て

生
活
再
建
を
願
っ
て

　

広
島
で

広
島
で
災
害
復
興
支
援

災
害
復
興
支
援



　

二
日
目
の
11
日
は
、
土
曜
で
も

あ
り
、
福
岡
か
ら
５
人
、
自
治
労

連
・
全
労
連
関
係
で
50
人
を
超
え

る
参
加
で
、
昨
日
と
別
の
お
宅
の

泥
出
し
や
壊
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・

倉
庫
の
撤
去
な
ど
で
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

昨
年
は
、朝
倉
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
入
り
、
全
て
を
押
し
流
す
豪

雨
災
害
の
悲
惨
な
現
状
に
絶
句
し

ま
し
た
。
今
回
の
西
日
本
豪
雨
で

は
、
多
く
の
犠
牲
者
と
甚
大
な
被

害
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
環
境
局

は
、
倉
敷
市
の
災
害

ご
み
処
理
支
援
派
遣

を
開
始
し
ま
し
た
。

北
九
市
職
労
で
は
、

復
興
支
援
カ
ン
パ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
復
興
支
援
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
は
、
小
さ
な
力
で

も
、
み
ん
な
の
力
を
寄
せ
合
え
ば

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 真備町で支援にあたる環境職員大きな石が民家を襲った

復興への活動にご協力を

　

市
職
労
本
部
役
員
選
挙
が
行
わ

れ
、
委
員
長
以
下
全
員
信
任
さ
れ

ま
し
た
。
組
合
員
の
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
の
執
行
部
役
員
体
制

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
報
告
し

ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
委
託
化

や
業
務
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
正

規
職
員
の
削
減
や
、
時
間
外
勤
務

の
削
減
が
推
進
さ
れ
、
仕
事
へ
の

取
り
組
み
に
余
裕
が
な
く
な
り
、

新
規
採
用
職
員
に
も
早
期
の
能
力

発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
職

場
に
育
成
ス
キ
ル
が
足
り
な
け
れ

ば
早
期
の
能
力
発
揮
は
困
難
で
す
。

充
分
な
育
成
ス
キ
ル
を
発
揮
で
き

る
人
員
体
制
実
現
に
向
け
活
動
し

ま
す
。

　

左
段
は
、
各
任
命
権
者
の
安
全

衛
生
委
員
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

●
中
央
労
働
安
全
衛
生
委
員
会

中
尾
栄
次
（
建
設
局
用
地
課
）
津

村
和
彦
（
日
明
環
境
セ
ン
タ
ー
）

●
本
庁　

中
尾
栄
次
、
堀
口
基
規

●
門
司
区　

兼
築
香
保
里
、
中
村

智
子
●
小
倉
北
区　

西
坂
隆
治
、

堀
内
美
佳
●
小
倉
南
区　

早
田
幸

二
、
岩
見
り
え
、
内
村
政
彦
、
日

向
康
子
●
若
松
区　

三
浦
真
也
、

泉
実
代
子
、
瓜
生
真
理
子
●
八
幡

東
区　

宇
川
誠
二
、
上
田
毅
、
三

嶋
宗
男
、
浜
田
貴
子
●
八
幡
西
区

　

本
松
潔
、
真
島
裕
子
、
満
留
仁

美
●
戸
畑
区　

髙
橋
佑
太
、
伊
藤

綾●
港
湾
空
港
局　

志
馬
史
江
子

●
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

諸

冨
真
理　

●
ウ
ェ
ル
と
ば
た　

中
村
知
英
、

竹
田
百
合
子　

●
上
下
水
道
局　

加
藤
秀
則
、
松

瀬
浩
昭
、三
好
政
成
、（
外
部
委
員
）

川
野
年
康
、
出
口
誠
、
梨
木
省
吾
、

二
田
一
輝
、
藤
原
雄
二

●
教
育
委
員
会　

永
倉
久
恵
、
村

上
剛　

●
環
境
局　

小
畑
照
亘
、
黒
川
崇

●
病
院
局　

西
川
良
幸
、
浅
田
め

ぐ
み
、
松
田
ユ
リ
、
磨
田
か
お
る

全
員
信
任
さ
れ
ま
し
た

す
べ
て
の
労
働
者
が
８
時
間
働
け
ば

　
　
　
　
　
　

普
通
に
く
ら
せ
る
賃
金
に

２０１９年度本部役員任務分担表
組 織 統 括 重野幸介

組　織　部 真島裕子、前田一樹、坂内洋一

賃　金　部 西坂隆治、前田一樹、坂内洋一

労　安　部 津村和彦、前田一樹、永野忠幸

自治研 部 三浦真也、懸谷容美、久家憲子、三宅裕美

教　宣　部 坂内洋一、前田一樹

平　和　部 永野忠幸、野村善隆

青年対策部 高橋佑太、河野夏希

国保嘱託 真島裕子、前田一樹、中尾栄次

一般評議会 西坂隆治、三宅裕美、懸谷容美、野村善隆

病院評議会 久家憲子

水道評議会 永野忠幸



　

18
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大

行
進
は
、
60
周
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

6
月
28
日
に
、
長
崎
県
の
松
山

公
園
を
出
発
し
た
「
国
民
平
和

大
行
進
（
長
崎
↓
広
島
コ
ー
ス
）」

の
一
行
は
、
7
月
17
日
に
北
九
州

入
り
し
、
八
幡
、
戸
畑
、
小
倉
を

経
由
し
、
21
日
に
門
司
か
ら
下
関

市
へ
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

８
月
９
日
、
長
崎
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
て
73
年
目
の
こ
の
日
、
小

倉
の
空
は
晴
天
。
も
し
、
73
年
前

も
こ
の
よ
う
に
晴
れ
て
い
た
ら
、

原
爆
は
小
倉
に
投
下
さ
れ
、
小
倉

は
火
の
海
と
化
し
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
◆
今
月
は
長
崎
原
爆
の

日
の
９
日
夕
方
、
小
倉
の
勝
山
橋

横
で
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
す
べ

て
の
国
に
求
め
る
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◆
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
お
母
さ

ん
に
「
こ
の
子
達
が
大
き
く
な
っ

た
と
き
に
平
和
が
つ
づ
き
ま
す
よ

う
に
」
と
訴
え
、
署
名
し
て
下
さ

い
ま
し
た
◆
遠
く
の
方
か
ら
他
の

団
体
が
核
兵
器
を
な
く
そ
う
と
訴

え
て
い
る
声
も
聞
こ
え
、
北
九
州

市
民
に
と
っ
て
８
月
９
日
は
特
別

な
日
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
９
月
は

６
日
の
木
曜
日
に
黒
崎
駅
前
で
行

い
ま
す
。

催
し
も
の
情
報

―
８
月
―

●
25
日
（
土
）～
28
日
（
火
）

 　
【
第
40
回
自
治
労
連
定
期
大
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㏌
大
阪

―
９
月
―

●
１
日（
土
）13
時
半
～

　
　
　
　
　
　

２
日（
日
）12
時

　
【
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
定
期
大
会
】

　
　
　
　
　

九
州
ビ
ル（
博
多
）

●
16
日（
日
）10
時
～

　
【
北
九
州
地
区
労
連
定
期
大
会
】

　

毎
日
西
部
会
館
５
階
中
ホ
ー
ル

９月23日（日）
９時　開会　９時半
生涯学習総合センター

北九市職労定期大会北九市職労定期大会
第148回 第

３
８
６
回
中
央
委
員
会

【
日
時
】
９
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
　　

18
時
15
分
〜

【
場
所
】
生
涯
学
習
総
合

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

昨年の野球大会の様子

９条の会　９条の会　

日 時

代議員の皆さんの参加をお願いいたします。

受 付

場 所

　

8
月
7
日
に
は
、
広
島
平
和
記

念
公
園
を
６
日
午
前
8
時
15
分
に

出
発
し
た
「
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
」

の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
北
九
州
市
を
通

過
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
前
の
他
、
門
司
、
八
幡

東
、
八
幡
西
区
で
は
、
市
職
労
を

中
心
に
、
飲
料
水
や
ス
イ
カ
な
ど

を
提
供
し
、
ラ
ン
ナ
ー
を
激
励
し

ま
し
た
。

　

市
役
所
前
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材

に
訪
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
が
「
核
兵
器

廃
絶
を
願
っ
て
走
っ
た
。
こ
の
思

い
が
世
界
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」

と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
、
夜
の

ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ポ
ー
ツ

団
体
（
Ｆ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
）
か
ら
、
5
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
、
市
職
労
か

ら
は
、
ラ
ン
ナ
ー
や
運
営
に
沢
山

の
方
が
参
加
し
、
平
和
の
願
い
を

込
め
た
千
羽
鶴
を
託
し
ま
し
た
。

引
き
継
が
れ
た
タ
ス
キ
は
、
８
日
、

長
崎
平
和
公
園
に
無
事
到
着
し
ま

し
た
。

　

年
々
暑
さ
が
厳
し
く
な
り
、
実

行
委
員
会
は
、
熱
中
症
対
策
に
万

全
を
期
し
て
運
営
に
あ
た
っ
て
い

ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

９
月
８
日（
土
）

に
、
第
30
回
全
国

自
治
体
軟
式
野
球

九
州
予
選
大
会

が
唐
津
市
で
行
わ

れ
ま
す
。
全
国
大

会
は
、
11
月
10
日

（
土
）
に
長
崎
市

で
行
わ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
九
州
か
ら
長
崎
市
を
含

め
２
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
に
出
場

出
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
選
手
一

同
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
後
一
歩
の
と
こ
ろ
で

優
勝
を
逃
し
ま
し
た
が
、
十
数
年

ぶ
り
の
全
国
大
会
出
場
に
向
け
て

頑
張
り
ま
す
の
で
、
是
非
応
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

戸畑区役所に到着（７月19日）

市役所前でのタスキリレー

73
年
前
の
夏
を
思
い
平
和
を
願
う

九州予選大会 in 唐津

全国自治体野球大会



文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

立
秋
を
過
ぎ
酷
暑
も
少
し
和
ら

ぎ
ま
し
た
が
今
夏
は
い
か
が
で
し

た
か
？
私
は
初
の
京
都
祇
園
祭
、

小
田
和
正
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、
演
劇
等
、

暑
さ
に
め
げ
す
生
の
迫
力
を
楽
し

み
ま
し
た
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

夏
休
み
モ
ー
ド
か
ら
、
そ
ろ
そ

ろ
復
活
し
な
く
ち
ゃ
！

　

斬
新
さ
が
注
目
の
ゾ
ン
ビ
映
画

「
カ
メ
ラ
を
止
め
る
な
！
」。
タ
イ

ト
ル
の
意
味
は
観
て
の
お
楽
し

み
！
24
日
か
ら
シ
ネ
プ
レ
ッ
ク
ス

小
倉
で
公
開
さ
れ
ま
す
。
同
館
で

31
日
公
開
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「
縄
文
に
ハ
マ
る
人
々
」
は
ブ
ー

ム
？
の
縄
文
時
代
の
神
秘
に
迫
り

ま
す
。

　

31
日
か
ら
拡
大
上
映
さ
れ
る

「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｙ
強
い
気
持
ち
・
強

い
愛
」
は
90
年
代
の
女
子
高
校
生

グ
ル
ー
プ
の
22
年
後
の
姿
を
追
う

人
間
ド
ラ
マ
。
小
室
哲
哉
の
音
楽
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
等
懐
か
し
さ
満
載
！

　

イ
チ
オ
シ
は
、
小
倉
昭
和
館
２

で
25
日
か
ら
始
ま
る
「
タ
ク
シ
ー

運
転
手　

約
束
は
海
を
越
え
て
」。

光
州
事
件
の
真
実
を
伝
え
た
ド
イ

ツ
人
記
者
と
彼
を
乗
せ
た
タ
ク

シ
ー
運
転
手
（
ソ
・
ガ
ン
ホ
の
演

技
が
凄
い
！
）
が
見
た
光
景
を
共

有
す
る
１
３
７
分
！
小
倉
昭
和
館

１
で
上
映
中
の「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
ペ
ー

パ
ー
ズ
」
と
「
ザ
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

マ
ン
」の
社
会
派
２
本
立
て
も
お
得
。

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　
「
中
丸
三
千
繪
ソ
プ
ラ
ノ
・
リ
サ

イ
タ
ル
」
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

世
界
の
歌
姫
の
美

声
を
お
聴
き
逃
し

な
く
！
９
月
９
日

（
日
）
15
時
か
ら

戸
畑
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
に
て
。
詳
細
は
北
九
州
労

音
（
５
７
１
・０
２
２
７
）
へ

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

今
月
は
、16
年
の
韓
国
映
画
「
わ

た
し
た
ち
」。
新
鋭
ユ
ン
・
ガ
ウ

ン
監
督
が
自
身
の

体
験
を
元
に
、
小

学
４
年
生
の
女
の

子
ソ
ン
の
友
情
や

成
長
を
み
ず
み
ず

し
く
描
き
ま
す
。

19
日
（
日
）
12
時
・
18
時
30
分

　
　
　
　
　

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑

20
日
（
月
）
19
時
小
倉
昭
和
館
１

　

共
済
は
、
組
合
員
し
か
加
入
で

き
な
い
保
険
で
す
。
今
回
は
「
Ｕ

40
」
の
若
い
組
合
員
に
優
し
い
保

険
の
紹
介
で
す
。

　

年
１
回
、
セ
ッ
ト
共
済
の
（
生

命
保
障
）
生
命
共
済
の
加
入
型
・

加
入
月
数
に
応
じ
て
掛
金
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
で
す
。
40
歳
以
下

で
あ
れ
ば
配
偶
者
・
子
ど
も
も

対
象
で
す
。
ど
の
く
ら
い
お
得

に
な
る
か
と
い
う
と
、
月
に
３
，

１
４
０
円
の
掛
金
だ

と
、
ひ
と
月
１
２
０
円

安
く
な
り
、
1
年
間
だ

と
、
１
，
４
４
０
円
安

く
な
り
ま
す
。
家
族
で
加
入
す
る

と
さ
ら
に
お
得
。

　

セ
ッ
ト
型
も
豊
富
で
、
ひ
と
月

９
８
０
円
か
ら
、
１
１
，
７
２
０

円
と
、
17
種
類
の
型
を
参
考
に
自

分
に
合
っ
た
保
障
内
容
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

も
、
掛
金
は
年
齢
に
関
係
な
く
、

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

退
職
後
は「
シ

ニ
ア
共
済
」
に

移
行
し
、
80
歳

ま
で
加
入
で
き

て
安
心
で
す
。

　

門
司
の
歴
史
は
関
門
海
峡
を
抜

き
に
は
語
れ
ま
せ
ん
。
潮
流
も
速

く
暗
礁
も
多
か
っ
た
海
峡
は
、
古

代
船
の
航
行
に
と
っ
て
危
険
と
隣

り
合
わ
せ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

古
代
の
海
人
は
、
海
神
が
宿
る

磐
座
の
前
で
海
上
安
全
の
祈
り
を

捧
げ
ま
し
た
。
和
布
刈
神
社
の
社

殿
脇
の
大
岩
に
注
連
縄
が
張
ら
れ

て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。
こ

の
大
岩
を
磐
座
と
し
て
海
神
を
祭
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
日
本
書
紀
」
安
閑
天
皇
二
年

（
５
３
５
年
）
の
条
に
豊
国
●
碕

屯
倉
（
み
や
け
）
を
置
く
と
あ
っ

て
、「
●
碕
（
ミ
サ
キ
）」
が
門
司

半
島
の
先
端
部
の
地
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。
●
の
漢
字
は「
謄
」「
騰
」

な
ど
と
同
じ
く
音
読
み
「
ト
ウ
」

訓
読
み
は
古
語
の
「
あ
ぐ
」
に
相

当
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
神
に
供

え
物
を
あ
げ
る
と
の
意
味
で
使
わ

れ
た
と
み
え
ま
す
。
七
世
紀
の「
遣

隋
使
」
や
「
遣
唐
使
」
達
も
関
門

海
峡
を
通
る
際
に
海
峡
の
海
神

（
早
鞆
明
神
）
に
海
上
安
全
の
祈

り
を
捧
げ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。　

　
　
　
（
司
郷
土
会
々
員
・
銭
谷
）

　

銭
谷
さ
ん
は
20
年
程
前
か
ら
５

年
間
旧
門
司
支
部
の
支
部
長
を
務

め
て
い
ま
し
た
。
門
司
区
協
の
機

関
紙
「
復
刻
版
ひ
ろ
ば
」
に
連
載

さ
れ
て
い
る
「
門
司
の
歴
史
シ

リ
ー
ズ
」
よ
り
転
載
し
ま
し
た
。

「
ケ
ッ
ち
ゃ
ん
の
秘
湯
迷
湯
そ
ぞ
ろ

あ
る
き
」
は
今
回
は
お
休
み
で
す
。

共済共済 自
治
労
連
共
済
（
組
合
の
保
険
）

　
　
　
若
い
人
に
優
し
い
保
険

布刈神社の磐座って何処にあるの？

筆者の強い想いで●には上記
の古代文字が入ります。

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
（
古
代
編
）

（
古
代
編
）


